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将来構想「平塚市民病院 Future Vision 2017-2025（改訂版）」 

策定に当たって 

  

平塚市では、平成２９年３月に、市民病院が進むべき方向性や将来像を示した将来構想

「平塚市民病院 Future
フューチャー

 Vision
ビ ジ ョ ン

 2017-2025」を策定し、市民病院がこの目標達成に向けて

取り組んだ結果、経営改善の成果があらわれています。 

今後、人口減少が加速して労働力不足が生じる一方、社会保障費の増加が見込まれるな

ど多くの課題に直面します。そこで平塚市では、令和２年２月に「平塚市総合計画～ひら

つかＮｅ Ｔ～改訂基本計画」を策定し、「さらに、選ばれるまち・住み続けるまち」に

向けてさまざまな施策に取り組んでいます。この計画において、市民病院は市民の皆様が

安心して出産・子育てを行えるよう医療体制を維持し、住み慣れた地域で暮らせるように

良質で高度な医療を提供し続けることが求められています。 

このような中、病院を取り巻く環境も変化し、働き方改革などによって人材の確保が厳

しくなっていることを踏まえ、平塚市民病院将来構想を改訂しました。改訂では、これま

での基本的な考えや方向を継続しながら、地域の皆様の期待に添える医療活動を将来にわ

たり展開していくために、健全経営の下で、地域医療への貢献や質を向上させる取組みを

強化しています。今後は、この将来構想に基づき、しっかりとした経営基盤を築き、充実

した医療を展開してまいります。 

結びに、将来構想の改訂にあたり、貴重な御意見をお寄せいただいた皆様をはじめ、平

塚市病院運営審議会において熱心に御議論いただいた皆様に、心からお礼を申し上げます。 

 

令和３年（2021年）２月 

           

   

 



はじめに 

 

将来構想「平塚市民病院 Future
フューチャー

 Vision
ビ ジ ョ ン

 2017-2025」は、新公立病院改革プランが終了

する令和２年度に経営戦略やＫＰＩを見直すこととしており、このたび、将来構想「平塚

市民病院 Future
フューチャー

 Vision
ビ ジ ョ ン

 2017-2025（改訂版）」を策定しました。 

見直しにあたっては、これまでの取組みや成果を検証した上で、基本的な考え方として、

「将来構想の基本的な考え方や方向性は変更しないこと」、「健全経営の下、地域医療への

貢献や質を向上させる取組を強化すること」を掲げ、引き続き、地域の中核病院として救

急医療を含めた高度医療及び急性期医療を担うと同時に、政策的医療である小児・周産期

医療や、地域に不足する医療を行うこととしています。 

既に、地域完結型医療の充実を推進し、急性期医療に特化したことで、経営状況も改善

しつつあります。しかし、働き方改革への対応、医師を中心とした人材不足など厳しい環

境の中で、今後も持続的に良質な医療を提供するためには、教育体制の充実などにより魅

力ある職場環境を整えて、質の高い職員を確保、育成することが必要です。 

当院では、今後も、理念及び基本方針、ビジョンを職員が理解、共有し、多職種が一丸

となって質の高い医療を提供することで、地域医療機関や市民・患者さんから更なる信頼

を得て、選ばれる病院となることができるよう取り組んでまいります。また、新型コロナ

ウイルス感染症の対応は、病院運営に大きな影響を及ぼしており、その収束時期や影響範

囲は見通せませんが、当院の理念である「地域医療と市民生命をまもる」ことを改めて意

識し、難局を乗り越えるよう取り組んでまいります。 

 

 

令和３年（2021年）２月 

 

平塚市病院事業管理者 諸角 強英   
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将来構想開始後の取組み・成果と見直しの考え方 

将来構想「平塚市民病院 Future Vision 2017-2025」は、計画期間を平成２９年（２０１７年）

度から令和７年（２０２５年）度までとしているものの、経営戦略、ＫＰＩ（※）などは、「新公立病

院改革プラン」の終了年である令和２年（２０２０年）度に見直すこととしている。 

平塚市民病院は、平成２９年（２０１７年）度の将来構想開始以降、「持続的な健全経営の下、高度

医療、急性期医療及び政策的医療を担い、患者さんの生命（いのち）を守る診療を行う」というビジョ

ンの実現に向け、取り組んできた。 

 高度医療、急性期医療を担う病院として、「断らない救急」を実践することで、「救急搬送患者受入数」

が平成３０年度に過去最高を更新し、「救急車搬送患者入院患者数」が増加した。また、地域医療連携

の充実により、「手術件数」や「入院患者数」が増加し、「病床利用率」も高い水準を維持しており、入

院診療単価も上昇した。一方で、外来については、地域医療連携の充実により患者数が減少したものの

外来診療単価は上昇しており、重症患者を中心とした診療を行うことができている。 

 平成２９年（２０１７年）４月には救命救急センター（※）の指定を受け、７月からは「救命救急入

院料（※）１」の算定を開始するとともに、同年８月からは、十分な人員配置及び設備等を備え総合的

かつ専門的な急性期医療を２４時間提供できる体制等を評価する「総合入院体制加算（※）２」の算定

を開始した。医療の機能分化が求められる中で、高度医療、急性期医療を担う病院として、救急対応や

地域医療連携の充実を図った成果が出てきている。 

 政策的医療の分野では、平塚・中郡地域で唯一産科・小児科の二次救急（※）患者の受入れ及び分娩

ができる病院として、役割を果たしている。 

さらに、院内で医師や管理栄養士などが講演を行う「市民健康講座」の開始、疾患や治療の内容を分

かりやすく説明する「疾患・治療の説明書」の作成や、１階渡り廊下にギャラリーの設置など地域の皆

さんや患者さんの満足度を向上させる取組みのほか、学会・論文発表、災害医療や感染症への対応など

社会貢献のための活動も積極的に行ってきた。 

 このように、地域の皆さんから信頼を得る取組みを職員一丸となって行うことで、医業収益の増加に

つながり、平成３０年（２０１８年）度は、５年ぶりに経常収支が黒字になるなど経営状況は改善しつ

つある。一方で、平成３０年（２０１８年）４月には新専門医制度（※）が開始されたほか、平成３１

年（２０１９年）３月２８日には「医師の働き方改革に関する検討会 報告書（※）」がまとめられ、

令和６年（２０２４年）４月以降に適用される時間外労働の上限が示されるなど、依然として、医師を

中心とした人材の確保が難しい状態が続いている。また、平成３０年（２０１８年）１０月１日に開設

５０周年を迎え、翌年３月には、平成２０年（２００８年）１１月に開始した市民病院整備事業が完了

し、グランドオープンしたものの、本館等の施設は老朽化が進んでおり、対応が必要となっている。 

このような中で、これまでの方針に沿った取組みにより成果が出てきていること、整合を図るべき「神

奈川県地域医療構想」の対象期間が令和７年（２０２５年）までであること、当初の計画策定時と比べ

国や県の基本的な考え方に大きな変更がないことなどから、今回の見直しに当たっては、従来の基本的

な考え方や方向性は変更しないものの、健全経営の下、地域医療への貢献や質を向上させる取組みを更

に強化することとし、将来構想「平塚市民病院 Future Vision 2017-2025（改訂版）」として策定

した。 

なお、新型コロナウイルス感染症による影響については計画策定時点では、収束時期や影響範囲が見

通せないため、加味していない。 
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産科・小児科の救急受診患者受入数 

・平塚・中郡地域で唯一産科・小児科の 

  二次救急（※）患者を受入れ 

 

クラウドファンディング(※) 

で搬送用保育器を購入 

（令和元年（２０１９年）度） 

 

 

 

病床利用率（入院延患者数/稼働病床ベースでの延病床数） 

・病床利用率は、 

高い水準を維持 

救急搬送患者受入数 

救急車搬送患者入院患者数 

・「断らない救急」を実践することで、 

「救急搬送患者受入数」は過去最高を更新 

 

・緊急の手術に対応できる体制を整えることで 

手術件数が増加 

高度医療・急性期医療 

手術件数、全身麻酔件数 
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ギャラリーを設置（平成３０年（２０１８年）１０月～） 

・１階渡り廊下にギャラリーを設置し、絵画を展示 

 

 

「疾患・治療の説明書」を作成 

 （平成３１年（２０１９年）１月） 

 

市民・患者サービスの向上 

「市民健康講座」の開催（平成２９年（２０１７年）１１月～） 

・医師、管理栄養士などが疾患や健康について、分かりやすく説明 

 ・平成２９年（２０１７年）１１月から令和２年（２０２０年）３月までに１６回開催 

 

 

・疾患や治療を分かりやすく説明した冊子を作成し、 

当該疾患で受診している患者さんに配付 

看護フェスティバルの開催 

（令和元年（２０１９年）５月） 

・「看護の日」を記念して各部署が体験ブースや 

相談スペースを設置し、役立つ知識を提供 

・４年ぶりに開催 
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 社会貢献活動 

 

知識、経験の社会還元 

（学会、論文発表） 

令和元年（２０１９年）度実績 

・医師：２１４回 

・看護師： ８回 

・その他：１９回 

医業収支比率、経常収支比率 

・職員一丸となって、地域の皆さんから信頼を得る取組みを進めることで、収益が増加し、収

支比率が改善 

【医業収支比率】               【経常収支比率】 

 

収支状況 

災害医療訓練、行事への参加 

・「平塚市総合防災訓練」、「ビッグレスキュー

かながわ（神奈川県・市合同総合防災訓練）」

等へ参加 
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